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(メールアドレス)
gfluyama@bronze.

ocn.ne.jp

全駐留軍労働組合

山 口 地 区 本 部

〒740-0027

岩国市中津町

2-20-12-201

TEL:0827-21-0480

FAX:0827-21-0484

山
口
地
区
本
部
は
１
０
月
２
２

日
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
（
大
会

議
室
）
で
第
６
９
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
岡
崎
義
之
代
議
員
（
補

給
部
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
議
長
に
選
出
し

て
進
行
し
ま
し
た
。

森
本
基
臣
執
行
委
員
長
が
「
現

財
政･

監
査
の
報
告
が
行
わ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
で
は
、
現
在
進
行
形
と
な

っ
て
い
る
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
職
位
削
減

へ
の
警
戒
を
含
む
２
０
１
７
年
度

運
動
方
針
、
ス
ト
権
確
立
に
関
す

る
件
、
２
０
１
７
年
度
予
算
、
２

０
１
７
・
２
０
１
８
年
度
役
員
選

出
に
関
す
る
件
、
公
認
会
計
士
の

委
嘱
、
が
提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

※
報
告
・
議
案
の
詳
細
は
議
案
書

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【祝電・メッセージ】

参議院議員 那谷屋 正義

連合山口東部地域協議会 議 長 国村 昌幸

全駐労青森地区本部 執行委員長 谷川 義弘

全駐労東京地区本部 執行委員長 当山 哲司

全駐労神奈川地区本部 執行委員長 飯島 智幸

全駐労広島地区本部 執行委員長 松尾 淳也

全駐労長崎地区本部 執行委員長 藤澤 恒昌

全駐労沖縄地区本部 執行委員長 與那覇 栄蔵

全駐労横須賀支部 執行委員長 乙川 寛喜

全駐労さがみ野支部 執行委員長 飯島 智幸

全駐労ズケラン支部 執行委員長 大庭 雄一

全駐労空軍支部 執行委員長 稲嶺 盛勝

全駐労マリン支部 執行委員長 瑞慶山 良和

駐留軍要員健康保険組合 理 事 長 蓑浦 正彦

山口県労働者福祉協議会 会 長 中繁 尊範

全労済山口県本部 本 部 長 中野 威

本 部 長 杉本 郁夫

酒井 明夫

【来賓】

全駐留軍労働組合

中央執行委員長 紺谷 智弘

連合山口東部地域協議会

副議長 山根 敦

全労済山口県本部東部支所

支所長 本内 隆彦

中国労働金庫岩国支店

支店長 鍛冶谷 晋

（敬称略）

全国から多くの激励をいただ

き、ありがとうございまし

た。

地
課
題
の
解
決
を
図
り
、
女
性
・

若
年
層
の
活
性
化
し
、
組
織
の
拡

大
に
取
り
組
む
。
」
と
代
表
挨
拶

を
行
い
、
来
賓
各
位
か
ら
ご
挨
拶

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

審
議
事
項
で
は
、
祝
日
休
の
追

加
等
、
近
年
に
な
い
進
捗
が
あ
っ

た
２
０
１
６
年
度
の
活
動
経
過･

一
一
月
二
八
日
、

補
給
部
倉
庫
課
の
村
中
康
政
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

生
前
の
組
合
運
動
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



したがって、賛成票が多いほど要求が組合員の総

意であり組合の団結力を示すことができます。圧倒

的多数で確立したスト権は、執行部が強い決意で交

渉に臨むための後押しになります。逆にスト権の確

立を否定するということは、交渉の場に私たちの代

表である交渉団を送り出す際に、言わば丸腰で臨ま

せるということであり、執行部への否定とも言えま

す。闘争を行う行わないは別にして交渉で“いざと

なれば闘う”という姿勢を示すことが重要です。
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全駐労第71回定期全国大会の「第２号議案：ストライキ権確立に関する件」および山口地区本部第69回定期

大会の「第２号議案：ストライキ権確立に関する件」に基づき全国闘争における年間スト権の確立投票を実施

しています。

１．ストライキ権確立闘争項目

①賃金・労働条件、②雇用の確保・離職者対策、③契・協約

等の制度改正、④諸権利の確保、⑤制度・政策要求の実現

２．投票用紙の配布

自宅へ郵送済みです。若干、宛先不明で返ってきた分もあり

ますので、届かない方は組合事務所で投票をお願いします。

３．投票期間および投票方法

・投票期間は11月22日(火)から12月７日(水)17時まで

・投票方法は、①自宅郵送した投票用紙に同封の返信用封筒による郵送、②組合事務所への持ち込み、のど

ちらでもＯＫです。（持ち込みの場合は個人でも職場で集約されても構いません。）

４．開票

12月７日(水)の投票締切後に開票作業へ入り、第２回投票管理委員会で確認を行い、後日機関紙で告知。

年間ストライキ権確立投票実施中 ※12月７日(火)締切

１
１
月
１
５
日(

火)

、
山
口
地

区
本
部
は
岩
国
市
福
祉
会
館
で
２

０
１
７
年
度
第
１
回
地
区
本
部
委

員
会
（
拡
大
闘
争
委
員
会
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

年
度
最
初
の
委
員
会
と
い
う
こ

と
で
冒
頭
、
地
区
本
部
の
役
員
体

制
の
確
認
、
担
当
執
行
委
員
の
紹

介
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
未
選
出
の

職
場
か
ら
地
区
本
部
委
員
の
選
出

希
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
旨
が
伝

全駐労では、定期全国大会および各地区の定期大

会における議案でストライキ権の確立を行うことと

しています。

スト権確立投票は実際にストライキを「する」

「しない」を決めるものではありません。

ストライキ権確立投票は、問題発生時にストライ

キを行う権限を労働組合の執行部に委ねることにつ

いて組合員の信任を得る投票です。

え
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
闘
争
に
関
す
る
ス
ト
権
確

立
投
票
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
日

程
・
方
法
を
確
認
し
、
投
票
管
理

委
員
会
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

《

投
票
管
理
委
員
会

》

・
下
野
真
一
（
家
族
住
宅
課
）

・
松
前
敏
文
（
大
工
場
）

・
神
尾
隆
士
（
補
給
部
契
約
課
）

・
杉
本
晋
一
郎
（
ウ
エ
ハ
ウ
ス
）

・
小
野
直
人
（
配
管
工
場
）

※
委
員
は
選
挙
管
理
委
員
兼
務

中
央
情
勢
報
告
で
は
、
今
次
給

与
改
定
の
内
容
（
１
１
月
２
５
日

に
調
印
）
が
報
告
さ
れ
、
高
齢
従

業
員
制
度
の
改
定
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

現
地
関
係
で
は
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
職

位
削
減
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
収

集
に
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
は
第
１
回
投
票

管
理
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
ス
ト

権
確
立
投
票
に
お
け
る
開
票
の
打

ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
１
月
１
５
日(

火)

岩
国
市
福
祉
会
館

投
票
管
理
委
員
会
を
設
置
し

同
日
、
第
１
回
投
票
管
理
委
員
会
を
開
催
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し
、
４
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
予
選

の
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
勝
ち
抜
い

た
４
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

駐
健
保
主
催
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

月

日

文
化
体
育
部
主
催
第

回
釣
り
大
会

む
く
の
パ
ー
ク

雷
も
鳴
る
荒
天
に
よ
り
多
く
の
方

が
参
加
を
見
合
わ
せ
る
中
、
雨
に
も

め
げ
ず
き
っ
ち
り
釣
果
を
あ
げ
た
強

者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【カレイ】38.3cm 佐古一彦（ペスコン）

【メバル】15.6cm 橋本和実（板金／溶接）

【キ ス】24.1cm 岡本徹也（ＤＭＯ）

【ベ ラ】22.0cm 宮本正樹（配管）

【イ カ】570g 竹中利幸（トラブル）

【特 別】 25.3cm 石田勝巳（ ）

11

19

15

in

１
１
月
１
２
日(

土)

、
岩
国
市

総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
で
駐
留

軍
要
員
健
康
保
険
組
合
の
主
催
す

る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
１
３
チ
ー
ム
が
参
加

優

勝

ハ
ウ
ジ
ン
グ

準
優
勝

ロ
ー
グ
ラ
Ａ

第
３
位

溶
接

同

ロ
ー
グ
ラ
Ｂ



12/22木:業務
23金:業務（祝日）
24土:休業
25日:休業
26月:休業
27火:業務
28水:午前中大掃除

午後休業
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駐健保

緊急常備薬の斡旋について

申込締切：12月21日(水)

駐留軍要員健康保険組合から「緊急常備薬等のご

案内」が個人宛に届いています。

薬の購入に関して1,500円の補助がありますので

有効に活用しましょう。

［瑞穂ハイランド］
リフト（１日）・駐車場・レンタルの割引券があ

りますので、必要な方は組合事務所まで。

［めがひらスキー場］
リフト券（大人９時間券）３０％割引券がありま

すので、必要な方は組合事務所まで。

●組合事務所での取り扱いについては、受け付けが

12月20日(火)まで、お渡しは12月22日(木)までと

なります。

●労働金庫の窓口での取り扱いは、12月30日(金)15

時まで可能です。こちらは即時払い出しです。

※ 免許証と口座の印鑑を持参してください。

全労済「セット共済」
●全労済の「セット共済」については12月10日給与

引き去り分から新年度掛金となります。また「団体

生命共済」の掛金変動があります。

全駐労「たすけあい共済」
●「たすけあい共済」については１月10日給与分の

引き去りから新年度掛金となります。

年末年始休業中の慶弔について

組合からの慶弔として、組合員やその配偶者・親

（配偶者の親は同居の場合のみ）・子が亡くなられ

た場合、組合から生花および弔電をお出しします。

年末年始には組合事務所が休業となるため、下記

のいずれかの方法で連絡・手配をお願いします。

【生花の対応】

①請求先を組合として直接業者に発注する

直接業者に生花を発注し、請求先を組合にして下

さい。

組合提携業者は、双雲社（TEL:44-1144）で全国

対応可能ですが、難しければその他の業者でも構い

ません。

請求先は「岩国市中津町２－20－12－201、TEL:0

827-21-0480、全駐労山口地区本部」です。

生花の名札書きは「全駐労山口地区本部」と指定

して下さい。

なお、生花については、原則12,000円までを目安

としてください。※発注先によって多少の超過は可

②組合役員に連絡

下記携帯電話に「対象組合員の氏名と職場」「組

合員と亡くなられた方の関係」「葬儀（通夜と告別

式）の日時・場所・電話番号」「喪主」をご連絡下

さい。組合員ご本人の場合は必ずご一報をお願いし

ます。可能な限り対応しますが希望に沿えない場合

はご了承ください。

藤木(携帯電話)：０９０－７５９１－０７９１

【弔電の対応】

上記②と同様に組合役員へ連絡してください。

※ご当人は多忙な場合が多いので、周囲の方に

ご協力をお願いします。

組合事務所の年末･年始業務予定

※ 各種手続きはお早めにお済ませください。

12/29木:休業
30金:休業
31土:休業

１/１日:休業
２月:休業
３火:休業
４水:業務（仕事始め）

※お知らせ(加算組合費明細書)

年末手当の加算組合費明細書を、誤ってＩＨＡ分

のみ夏季手当のデータを印刷し、既にいくつかの職

場には配布済みです。つきまして

は、年末手当分を再発行して配布

しますので、誤って配布された夏

季手当分は破棄をお願いします。


